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Ⅱ 単元の指導構想 

 １ 単元について 

  ○ 本単元は，学習指導要領第３学年の内容（１）「身近な地域や市区町村の様子」に基づいて設定し

た単元である。この内容は主として「地理的環境と人々の生活」に区分されるものである。 

    前単元である「わたしたちのまちはどんなまち」では，観察・体験を通して小学校区の様子につい

ての理解を広げていくことに対して，本単元は土地利用図や写真資料等をもとにして，盛岡市の地理

的環境をおおまかに理解できるようにしていく。 

    本単元では，前単元での学習を生かし，問題解決に向けて適切な資料を根拠に，盛岡市の様子につ

いて大まかに捉えられるようになることを目指す。岩手県内の盛岡市の位置について捉えた後，土地

利用・交通の広がり・公共施設の場所やその働き・古くから残る建造物の分布などに着目して学習を

進めていく。それらを白地図に表していくことや盛岡市の様子を言語化する活動を通して，同じ市内

でも地域によって特色があることに気付き，子どもたちの視野を小学校区から盛岡市全体の様子の

理解へ広げていく。 

  〇 本学級の子どもたちは，普段から身近な地域の地理的環境への興味関心が高い。例えば，前単元の

学習でも「学校の周りには建物が多いけど，僕の家の近くにはリンゴ畑がある。」と土地の利用の仕

方について，生活経験をもとに比較した結果を発言できる子どもがいる。しかし，社会的な見方・考

え方を働かせて考えるよさや価値については，まだ無自覚な様子が見られる。本単元は，子どもたち

にとって社会科との出会いとなる学習である。子どもたちは昨年度の生活科の学習で探検やインタ

ビュー活動を通して，仁王小学校の周りには様々な場所があること，多様な人々が生活したり働いた

りしていること，それらが自分たちの生活を支えていることに気付いている。本単元では，これらの

学びの文脈や個々の生活体験を共有し，社会科の見方・考え方を視点として示すことで，子どもたち

の身近な地域を「小学校区」から「盛岡市」へと広げていく。また，学級の子どもたちの多様な自然

体験や生活経験について資料をもとに共有したり，一般化したりすることで，子どもたちが今まで無

自覚に捉えていた盛岡市の地理的環境についての理解を深めていけるように学習を進めていく。 

  〇 指導に当たっては，次の二点に留意する。 

    一点目は，自分の考えの再構成を促す資料提示と発問である。子どもたちの生活と社会的事象をつ

なげられるような資料や調べたことが本当に確かなものかを検証する資料を単元の中に位置づける

ことで，単位時間の中での学習問題に対する自分の考えを深めたり，再構成したりできるようにする。

また「なぜ」「どうして」などの考えの根拠を問う発問を資料提示の際に位置づけることによって，

子どもたちが無自覚で捉えていることを，知識として獲得し，その知識を使って概念的な知識に到達

できるようにしていく。                【手立て２ よりよく学ぶ３つの視点】 

   二点目は，学びの深まりを実感するふり返りについてである。単元の学習計画をたてる際，複数の

地域の特徴を示した写真資料を根拠に，盛岡市の地理的環境についての自分の予想を書き込ませる。

単位時間のまとめとして，学習して分かったことを別の白地図に書き込み，個別の学びの蓄積を視覚

化していくことによって，位置や空間的な広がりを視点として，子どもたちが今何を学んでいるか，

これから何を学んでいきたいのかを考えられるようにする。また，単元の最後に学習する前と後の白

地図を比較することで，個別の学びを振り返るとともに，「他の人の白地図も見てみたい。」という集

団への学びの広がりに子どもたち自身が自然につなげられるようにしていく。その白地図を根拠とし

た集団での学びから，「盛岡市の様子は一言では表せない。」「場所によって違いがある。」ということ

に子どもたち自身が気付くことができるように，教師は授業の中にふり返りや子どもたちの知的欲求

を位置付け，子どもたちの学びを支えていく。    【手立て１ 「学びの文脈」のデザイン】 

もっと知りたい みんなのまち 

わたしたちの市の様子 
 

（小学校３・４年社会科副読本 わたしたちの盛岡 盛岡市教育委員会） 

今まで学習で積み重ねてきたこと
を根拠に，単元の学習問題に迫りま
す。また，資料提示によって学習問題
に対する自分の考えを深めます。 



単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 都道府県内における市の位置，市
の地形や土地利用，交通の広がり，
市役所など主な公共施設の場所と働
き，古くから残る建造物の分布など
について観察。調査したり地図など
の資料で調べたりして，必要な情報
を集め，読み取り，市の様子を理解
している。 

② 調べたことを白地図などにまと
め，自分たちの市の様子を理解して
いる。 

① 都道府県内における詩の位置，市
の地形や土地利用，交通の広がり，
市役所など主な公共施設の場所と働
き，古くから残る建造物の分布など
に着目して，問いを見いだし，市の
様子について考え表現している。 

② 市内の特色あるいくつかの場所の
様子を調べ，比較したり，分かった
ことを総合したりするなどして場所
の違いを考え表現している。 

① 自分たちの市について，予想や学
習計画を立てたり，見直したりし
て，主体的に学習問題を追究し，解
決しようとしている。 

 

２ 単元構想図 

 

 

 

 

 

小単元  
「わたしたちのまちはどんなまち」 
目標 
・ 身近な地域の様子をおおまかに理解
するとともに，調査活動や地図帳など
の資料を通して，必要な情報を調べま
とめる技能を身に付けるようにする。 

・ 身近な地域の場所による違い，人々
の生活の関連などを考え，考えたこと
を表現する力を養う。 

・ 身近な市について，主体的に学習の
問題を解決しようとする態度や，思考
や理解を通して，地域社会に対する誇
りと愛情を養う。 

 

単元の目標 

・ 身近な市の様子をおおまかに理解するとともに，調査活動や地図帳などの資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能
を身に付けるようにする。 

・ 身近な市の場所による違い，人々の生活の関連などを考え，考えたことを表現する力を養う。 
・ 身近な市について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情
を養う。 

復興教育との関連 

○かかわる「⑩地域とのつながり」 

自分達の住む地域や市の特色について，比

較しながら考えられるようにする。 

見方・考え方を働かせるポイント 
〇 子どもたちが自分の考えを再構成することが
できる発問・資料提示。 

〇 自分が学んできた過程を確かめ，学習問題の
解決に向けた毎時間の振り返りを視覚化し，単
元計画に位置づける。 

３年６・７月 

「りんごをつくる 

仕事」（生産） 

「市の人たちの仕事」 

願い 
〇 自分たちが知っていることと地図
をつなげて考えたい。 

〇 盛岡市についてもっとくわしくな
りたい。 

〇 行ったことのない場所に何がある
か知りたい。 

教科の力 
〇 地域の地理的環境に興味関心が高い。 
〇 調べたことを地図に表すことに抵抗感がある子どもが少ない。 
● 資料を根拠として，自分の考えを話すことに難しさを感じてい
る。 

● 資料で調べたことが，自分たちが解決したい問題とどのように
つながっているのかを考えることが難しい。 

● 「知っている」と判断する根拠の範囲が狭い。 

他教科・領域等 

他教科・領域等 

総合「学区のよさとそれを大切にしようとする人々」 

「仁王学区 安心安全１００パーセント」 

・ 自分の関心をもとに，課題を設定し，課題の解決

に必要な情報を集めることができる。 

・ 情報を収集，整理，分析することができる。 

３年７・８月 

「わたしたちのくら

しと店の仕事」 

（販売） 

小単元  
「わたしたちの市の様子」 
目標 
・ 身近な市の様子をおおまかに理解するととも
に，調査活動や地図帳などの資料を通して，必要
な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。 

・ 身近な市の場所による違い，人々の生活の関連
などを考え，考えたことを表現する力を養う。 

・ 身近な市について，主体的に学習の問題を解決
しようとする態度や，思考や理解を通して，地域
社会に対する誇りと愛情を養う。 

 

「もっと知りたい みんなのまち」 

 

２年 生活科 「とびだせ 仁王たんけんたい」 
・ 地域には様々な場所があり，多様な人々が生活したり
働いたりしていること，それらが自分たちの生活を支え
ていることに気付くことができる。 

・ 探検活動を通して見つけたことやきづいたことを自
分なりに工夫してまとめたり，紹介したりすることがで
きる。 

資
質
・
能
力
の
高
ま
り 

教
科
の
学
習
内
容 



【
中
心
概
念
】 

３ 知識の構造図 

  

 同じ市の中にも，様々な特色がある地域がある。 

 それぞれの土地の様子，建物の様子，交通の様子は，場所によって違いが見られる。⑩ 

【
具
体
的
知
識
】 

【
用
語
・
語
句
】 

盛
岡
市
の
川
目
地
区
に
は
、
盛
岡
中
央
工
業
団
地
が
あ
る
。
住
宅
が
少
な
く
静
か
な
場
所
で
、
十
四
の
工
場

が
集
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
は
た
ら
い
て
い
る
。 

盛
岡
市
の
北
東
部
は
、
山
間
の
土
地
で
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
冬
は
大
変
寒
く
、
岩
洞
湖
で
は
わ
か
さ
ぎ

釣
り
を
楽
し
む
人
が
た
く
さ
ん
お
と
ず
れ
る
。
⑦
⑧ 

 
 

 
 

 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
・
比
較
、
関
連 

 

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
盛
岡
市
は
、
十
の
市
や
町
と
、
と
な
り
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
東
側
に
土
地
の

高
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
西
側
に
土
地
が
低
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
① 

 
 

 
 

 
 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り 

 

市
役
所
の
周
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
。
② 

 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
・
比
較 

 

北
上
川
の
西
側
に
は
、
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
雫
石
川
の
水
を
鹿
妻
穴
堰
か
ら
田
に
引
き
入
れ
て
い
る
。
水

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
土
地
が
平
ら
な
の
で
、
米
作
り
に
適
し
て
い
る
。
土
地
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

傾
斜
を
利
用
し
て
り
ん
ご
作
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
④ 

 
 

 
 

 
 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り 

 
盛
南
地
区
は
、
開
発
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
昔
は
、
農
業
が
盛
ん
な
土
地
だ
っ
た
が
開

発
に
よ
り
、
住
む
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。
⑤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
・
比
較 

 

盛
岡
駅
は
、
六
つ
の
鉄
道
が
乗
り
入
れ
て
い
る
。
盛
岡
駅
の
周
り
は
、
駅
を
利
用
す
る
人
で
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。
ま
た
、
盛
岡
駅
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
建
物
が
あ
る
の
で
、
人
通
り
や
車
の
行
き
来
が
多
く
、
と
て

も
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
・
関
連 

・
盛
岡
市
の
位
置
や
広
さ 

形 

・
公
共
施
設
（
地
図
記
号
） 

・
盛
岡
駅
に
乗
り
入
れ
て

い
る
鉄
道 

・
太
田
地
区 

米
作
り 

・
手
代
森
地
区 

り
ん
ご

作
り 

・
鹿
妻
穴
堰
（
用
水
路
） 

・
平
ら
な
土
地 

・
高
い
土
地 

・
住
宅
地 

・
開
発 

・
人
口
の
移
り
変
わ
り 

・
川
目
地
区 

・
盛
岡
工
業
団
地 

・
姫
神
山 

・
岩
洞
湖 

 

盛
岡
市
に
は
古
く
か
ら
残
る
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
⑨ 

 
 

 
 

 
 

 
 

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り 

・
岩
手
銀
行
レ
ン
ガ
館 

・
岩
手
県
公
会
堂 

・
盛
岡
八
幡
宮 

・
三
ツ
石
神
社 

・
先
人
に
ま
つ
わ
る
建
物 

・
盛
岡
城
跡
公
園 

 



４ 単元の指導及び評価の計画（全１０時間） 

段
階 

時 
ねらい 

働かせる見方・考え方 

◆研究の手立て 

□ 資料 評価方法と【評価規準】 
◆手立て１ 

学びの深まりを

実感するふり返り 

◆手立て２  

自分の考えの再構

成を促す資料提示 

問
題
の
把
握 

１ 

盛岡市の様子について，市の
空中写真や土地の高さや利用
に関する地図を見て，自分たち
が暮らすまちの他にも様々な
地域があることに気付き，市全
体の様子に関心をもつ。 
位置や空間的な広がり 

 学習問題の

予想を白地図

に表すように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎時間のふ

り返りで，学

習したことを

白地図に書き

込み，学習問

題への解決の

見通しを持た

せる。 

 

□ 空中写真 
□ 地図 
□ 岩手県全体
の地図 

 ノートの記述内容や発言
から，市の様子について，身
近な地域との違いを考え，表

現しているかを評価する。 
【思―②】 

２ 

市内の特色ある場所の写真
を見て話し合ったことをもと
に学習問題をたて，学習問題に
ついて予想することができる。 
また，予想を確かめるために

調べることや調べ方を話し合
い，これらからの学習にも通し
をもつ。  
位置や空間的な広がり・比較 
 
 
 

□ 特色ある地
域の写真 

□ 盛岡市全体
の土地利用を
示した地図 

 

 ノートの記述内容や発言
から，市の特色ある場所の写
真を見て話し合ったことを

もとに学習問題をつくり，表
現しているかを評価する。 
【思―①】 

 
活動や発言内容から市の

様子を調べる学習問題につ

いて予想し，学習の見通しを
立てて主体的に追究しよう
としているかを評価する。 

【態―①】 

問
題
の
追
究 

３ 

市役所の周りの様子につい
て，資料を用いて調べ，公共施
設が集まっていることや昼と
夜の車通りを比較することに
よって，この地域の特色を捉え
るができる。 
位置や空間的な広がり・比較 

□ 昼の交通量
と夜の交通量
を比較するた
めの資料 

□ 市役所の周
りの地図 

□ 内丸の様子
を示した写真 

 ノートの記述内容や発言
から市役所の周りが公共施
設が多いことについてまと

めているかを評価する。 
【知―①】 

４ 

盛岡駅の周りの様子につい
て，資料を用いて，駅を中心に
様々な交通機関が広がってい
ることや建物の特徴について
気付くことで，たくさんの人で
にぎわっている理由について
考えることによって，この地域
の特色を捉えることができる。 
位置や空間的な広がり・関連 

□ にぎわって
いる盛岡駅の
写真 

□ 盛岡市の交
通の広がりが
分かる資料（バ
ス・タクシー） 

□ 盛岡駅周辺
の地図 

□ 盛岡駅周辺
を上から見た
写真 

□ 路線図 

 ノートの記述内容や発言

から盛岡駅の周りの交通の
様子についてまとめている
かを評価する。 

【知―①】 

５ 

田や畑の多いところの様子
について，資料を用いて，その
分布や利用について捉える。 
位置や空間的な広がり 

□ 太田地区の
夜の音声資料 

□ 太田地区の
地図 

□ 太田地区の
写真 

ノートの記述内容や発言
から太田地区の土地の使わ
れ方の特徴についてまとめ

ているかを評価する。 
【知―①】 

６ 

住宅が多いところの様子に
ついて，住んでいる人の話を聞
いたり，写真や地図で土地の使
われ方を調べたりして，住む人
が増えてきた理由について考
えることで，この地域の特色を
捉えることができる。 
位置や空間的な広がり・比較 

□ 盛南地区に
住んでいる人
の話（住んでい
る理由） 

□ 盛南地区の
地図 

□ 盛南地区の
写真 

□ 人口の移り
変わり 

 ノートの記述内容や発言

から，盛南地区の人口の増加
の理由について表現してい
るかどうかを評価する。 

【思―②】 

７ 
８ 

工場の多いところや山間の
土地の様子について，資料を用
いて調べその土地の特色を捉
えることができる。 
また，自分が調べた地域の様

子について相手に説明するこ
とができる。 
位置や空間的な広がり・関連，総
合 

□ 玉山地区に
お店を開いて
いる人の話 

□ 梁川地区の
冬の気温のグ
ラフ 

□ それぞれの
地区の地図 

□ 写真 

 ノートの記述内容や発言
から，川目地区や盛岡市の北
東部の様子について，それぞ

れの地域の特徴をまとめて
いるかを評価する。 
【知―①】 

【知―②】 

９ 

古くから残る建物がある場
所の様子について，資料を用い
て調べ，市内における分布や場
所の特徴について捉えること
ができる。 
位置や空間的な広がり 

□ 観光マップ 
（日本語・英語） 
 

□ 地図 
□ 写真 

古くから残る建物につい
て，それらの位置や分布につ
いてまとめている。 

【知―①】 

わたしたちが住んでいる盛岡市は，どのような市なのだろうか。 



ま
と
め 

１０ 
 
本
時 

市の様子は，場所によって違
いがあることを，地図にまと
め，市の特色を文章で表現する
ことができる。 
位置や空間的な広がり・比較，総
合 

□ それぞれが盛
岡市の様子に
ついて表した
カード 

（ロイロノート） 

 

ノートの記述内容や発
言から市の様子について
話し合い，場所によって
違いがあることを表現し
ている。 
【思―②】 

Ⅲ 本時の指導計画 

 １ 目標 
   市の様子は場所によって違いがあることや市の特色について自分が考えたことを適切な資料を根拠に白地図や

文章で表現することができるようにする。 
 ２ 評価規準 

盛岡市の様子について学習してきたことをもとに，場所によって違いがあることやそれぞれの地域の特色につ
いて表現している。【思考・判断・表現】 

    ＜努力を要する子どもへの手立て＞ 
   単位時間のまとめに使用するロイロノート内のカードを場所によって色を変えることで，視覚的に違いを捉え

られるようにする。また，カードの文字と資料をつなげて捉えることができるように，関連ある資料は並べて提
示する。 

 ３ 展開 

段階 学習 
過程 

時間 学習活動 期待する子どもの姿 研究に関わる手立て ◆留意点◇資料 評価 

問
題
把
握 

動
機
付
け
・
方
向
付
け 

２ 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
５ 

１ 学習問題について振り
返る。 

 
 
 
２ 学習問題についての自
分なりの答えをもつ。 

 
 

 
 
 
 
 
○ 建物が多い所ばかりだ
と思っていたけど，田や
畑が多い所もあったな。 

〇 やっぱり，人が多いか
ら，にぎやかなまちだと
思う。 

〇 全体を見ると緑が多い
から，自然が豊かなまち
かな。 

〇 ほかの人の考えも聞い
てみたいな。 

 ◆ 掲示やロイロノート内の白地図を
もとにふり返り，何を解決するため
に学習を積み重ねてきたのかを確認
する。 

 
 
◆ 全員が自分なりの答え（２つ以上
の選択肢で迷っているも可）をもっ
ているかを教師が確認をする。難し
さを感じている子については，「ど
のような」の部分についての選択肢
を教師が用意し，その中から選択さ
せ，理由について考えさせるように
する。 

◆ 他の人の考えが知りたい，という
気持ちを子どもから引き出す。 

問
題
追
究 

考
察 

８ 
 
 
 
 
 
８ 
 
 
 
 
 
１４ 

４ 自分の答えの根拠とな
る資料を探し，他者と共
有する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ ロイロノート内で，そ
れぞれが考えた学習問題
に対する答えについて共
有し，それぞれの考えを
比較する。 

〇 人が多くてにぎやかな
市だと思う。盛南地区も
盛岡駅も，人の種類は違
うけど，人がたくさんい
る。 

〇 自然がたくさんある市
だと思う。川目地区も太
田地区も自然に囲まれて
いるし，地図を見ても緑
の場所が多いから。 

〇 便利な市だと思う。公
共施設がたくさんある
し，交通もいろいろな種
類がある。 

〇  一言で表すのは難し
い。 

 
〇 人が多いところもあれ
ば少ないところもある。 

〇 建物が多いところもあ
れば，自然がたくさんあ
るところもある。 

〇 盛岡市にはいろいろな
場所があるから。 

〇 場所によって，特徴が
違うから。 

 
 
 
 
 

◇ 自分が作成した白地図 
◇ 根拠となる資料（ロイロノート内） 
◆ 自分の資料を根拠に，相手に伝えること

を確認する。 
◆ 最初は，隣の人同士で共有し，よりよい

共有の仕方を全体で確認する。その後，
自分が知りたい相手に聞きに行けるよ
うにする。 

◆ 考えの変化があった時には，その変化が
分かるように書き加えられるようにす
る。 

◆ 子どもたちの説明の仕方を取り上げな
がら，根拠となる資料が２つ以上あると
説得力あることを全体で共有する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わたしたちが住んでいる盛岡市は，どのような市なのだろうか。 

◆手立て２  

思考の再構成を

促す資料提示 

（資料・発問）  

ロイロノート

を用いて学習問

題に対する自分

なりの答えを全

体で共有し，「み

んな同じ市の様

子を表している

のに，なぜこん

なに違うのでし

ょう。」と問うこ

とで，他者の考

えと比較する視

点を持たせ，盛

岡市の中に様々

な特色がある地

域があることに

気付かせる。 

◆手立て１ 学
びの深まりを実
感するふり返り 
◆手立て２ 思
考の再構成を促
す資料提示（資
料） 
第１時で作成

した地図と今の
地図とを比較
し，自分の学び
をふり返る。教
師が学習をする
前と今で盛岡市
に対する考えの
変化について問
うことで，地域
ごとの特色に視
点があたるよう
にする。 



問
題
解
決 

ふ
り
返
り 

５ ７  単元の学習を改めて，
ふり返り，学習問題に対
する答えを考える。 

  ◆ 一段落目は，学習問題に対する答え，二
段落目は，主語を自分にして書かせること
で，盛岡市について深まった理解をメタ認
知し，問題を改めて自分事として捉えて考
えることができるようにする。 

評価 
盛岡市の様子について学習してきたこと

をもとに，場所によって違いがあることやそ
れぞれの地域の特色について表現している
かをノートの記述や発言から評価する。 
【思考・判断・表現】 

 
【期待する子どものふりかえり】 
私たちが住んでいる盛岡市は，場所によっていろいろな違いがある市だ。例えば，盛岡駅の周りや市役

所の周り，盛南地区は人が多いが，人の種類やいる人の理由が違う。 
私は今回の学習で，地図を使うと，行ったことがなくても様々なことが分かることが心に残った。今回勉強した

盛岡市のことが本当なのか，自分で行って調べてみたい。 

わたしたちが住んでいる盛岡市は，どのような市なのだろうか。 


